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図Ａ－１　貯留構造物付近（土留コンクリート壁・土側溝）詳細図
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〔貯留構造物の安定計算〕

基準 覆土の標高８０２．５ｍ

滑動安全率
常時 安全率１．５より大 ２．３７
地震時 安全率１．２より大 １．３６

転倒（偏心量）
常時 安全率２．７８より小 ０．０１
地震時 安全率５．５６より小 ０．８５

支持力度
常時 許容値４００より小 ２４８．３
地震時 許容値６００より小 ３３３．４

○上表により貯留構造物の天端より０．５０ｍ高く覆土しても安定性に影響しない。

〔土留工の安定計算〕

基準 安全率

滑動安全率
常時 安全率１．５より大 １．９５
地震時 安全率１．２より大 １．６６

転倒（偏心量）
常時 安全率０．０５より小 ０．０４
地震時 安全率０．１０より小 ０．０５９

○上表により、土留工は安定している。
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図Ａ－２　覆土表面の雨水の流向及び排水計画
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排水側溝の標高８０１．５ｍ

□土側溝の底面標高が８０２ｍより高いので、両岸の排水側溝から表流水を埋立地外へ排水でき、

□維持管理が容易である。

□土側溝①②を設置する際、埋め立てられた廃棄物を掘削除去する必要がなく、引き続き土壌の安定化が進む。
□貯留構造物の天端の遮水工及びへり部分を土砂で覆うので、長期間安定的に保護できる。

地盤沈下量にもよるが、小規模な補修で継続して排水できる。
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図Ｂ－１　貯留構造物付近（土留コンクリート壁・土側溝）詳細図
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廃棄物掘削範囲 廃棄物掘削高
H=350

W=1500

廃棄物掘削延長　L=48m

覆土掘削土量　V=71m3
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□土側溝①②を設置するには、貯留構造物の内側の覆土及び廃棄物を掘削・除去（幅1.5m×深さ1.35m×長さ48m）し、
上流側に再埋立しなければならないので、廃棄物の飛散・流出の恐れが生じる。
また、掘削した土側溝下は新たな土砂が入るので、周辺の地盤とは支持力が異なるため、土側溝に不等沈下が生じる。

□貯留構造物の天端の遮水工は日射や鳥のついばみにより経年劣化が避けられない。
また天端のへり部分についても地盤沈下により遮水工が露出し劣化が進む。
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図Ｂ－２　覆土表面の雨水の流向及び排水計画
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□土側溝の底面標高が８０２ｍより約３５ｃｍ低く、右岸の排水側溝（既設）に接続できないので、右岸側の土側溝②～⑤の水も
　 左岸に回して排水することとなる。
　 左岸の排水側溝（既設）の標高は土側溝の底面より約１５ｃｍ低いので接続はできるが、非常に激しい雨が降った場合
　 埋立地の表流水が全て左岸排水側溝に集まるので排水できないことが想定される。
　 また、将来地盤沈下が進み土側溝の方が低くなった場合は排水できなくなる。
□将来、土側溝①～⑤、天端のへり部分の復旧作業が必要となる。
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